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要 旨乗馬服が持つ，馬を叡す機能性と，優美な乗馬姿勢の検討の手始めとして，騎乗姿勢のフィ

ルムリサーチングおよび聞き取り調査を行った。被験者は，日本人4名でその区分は，オリンピッグ選

手，国体選手，初級者および初心者である。実験室内で，装鞍した馬型台座に騎乗し，各種の騎乗姿勢

を再現し， 1コマ撮影，連続撮影，およびグロノサイクルグラフ撮影をした。さらに，被験者のうち競

技経験・馬術教育経験共に豊富なオリンピック選手には，特に騎乗姿勢の‘正規一過誤'の実演の撮影

と，解説の聞き取り調査を行なった。

各被験者の姿勢および動作を比較検討した結果，静止した鞍馬上での再現姿勢においですら，熟練度

の差異が認められる事，熟練者の騎乗姿勢の最重要点は“腰"が馬の動きに随伴していける構えを保持

している点である事，そして騎馬姿勢の“美性"は，ヒトの身性の特質を誇示する方向の中に表出され

てくる事，の三点が判明した。

I 序

我国においては，西洋諸国に比べれば，馬術

はそう一般的とは言えなし、。しかし，モータリ

ゼーションが発達する以前は，馬は重要な交通

・運搬手段として活用されていたし，近年では

少しずつスポーツ馬術が普及してきつつある。

服装デザインの上から馬文化を考えると，乗馬

服や馬具が，一般の服装やアクセサリーのいわ

ゆるデザインのヒントとなっている場合が少な

くないと思われる。乗馬服，馬具，そして乗馬

姿の「恰好良さ」は，単にスタイリングの良さ

のみではなく，馬を駅すというための機能性

と，そして美性との両方を兼備しているところ

にある1)。馬術において，まず留意すべきは，

騎乗者の姿勢である2)。そして乗馬服は，乗り
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手の技量が向上するにつれて次第に「身に付い

て」着こなすことが可能となる。従って，乗馬

服の機能性と美性を探究するには，まず服を身

に付けるべき人聞の諸国子についで調べる必要

がある。しかし，馬術の姿勢や乗馬服について

の人間因子論的な研究はほとんど著者の目に触

れていなし、。

今回，オリンピック選手から，乗馬を始めて

間もない初心者まで各技量の被験者を得ること

が出来，初歩的段階として実験室内での馬型台

座上での騎乗姿勢の再現をフィルムリサーチし

た。本論文では，乗馬服のための形態的人間因

子の基礎資料として，そのうちの代表的な 4名

の姿勢について報告するものである。

E 方 法

被験者:

A;熟練者 ('88，'92年オリンピック総合馬
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術競技出場3))

B;熟練者 ('80，'81年国民体育大会， '93年

全日本競技出場)

C;初級者(乗馬歴 2年 6か月)

D，初心者(乗馬歴 3か月)

撮影:

機材;カメラ ニコン F3，レンズ 105ミリ，

モータードライブ MD4 

フィルム等;

フジネオパン ASA400(静姿勢)

ASA1600 (動姿勢)

f=5.6， t= 1/125~ 1/250秒

f=8~1l， t=B (グロノサイクルグラフ時)

距離;被験者~カメラ 10m 

床~カメラ 85 cm 

撮影方法;1コマ撮影，連続撮影，およびグ

ロノサイクルグラフ法4)

撮影方向， 1コマ・連続撮影;側・前・後面

グロノサイクルグラフ;側面

馬具・服装;馬型台座，馬場馬術用鞍，障害飛

越用鞍，ポロシャツまたはTシ

ャツ・乗馬用キュロット・長靴

標点(ランド、マーク);肩峰点，肘頭，茎突点，

腸骨練点，転子点，膝

蓋骨中央，排骨小頭，

外果，腫点，足尖点，

動作:

(クロノサイクルグラフ

時はこの他，頭頂点，

顕点)

静姿勢;[1コマ撮影]

立位，

基本(鐙を脱ぐ，基本(鐙を履く)， 

脚を使う，右(および左)内方姿勢，

減脚，前傾，飛越

動姿勢;[連続撮影，クロノサイグルグラフ]

軽速歩(l08~ 1l 2/秒のメトロノー

ムに合わせる)

その他:被験者Aについては，悪い姿勢の例

も示してもらい，かつ，騎乗姿勢に

ついてのコメントを得た5)。
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ここで，静止した鞍馬上で、の，再現騎乗姿勢

分析の妥当性を記す。第ーに，熟練度の異なる

被験者が日頃実馬上で身に付けた姿勢が，騎乗

姿勢をイメージしてとったポーズにどれほど反

映してくるものであるか，を観察し，両者を比

較する点。第二に，通常の騎乗に於ては，粗い

変化を行なって馬に徴妙な扶助を伝えることは

許されず，それだけに騎乗者自身の姿勢の保持

が重要事項であり，制御姿勢の身体情報がかな

り被験者の体内にインプットされている可能性

があり，同時に馬場馬術における美的要素の要

因である騎乗者の“雰囲気"が姿勢保持から来

る，と考えられる点。以上 2点より，少なくと

も身体情報として身に付いた姿勢の相違を見る

範囲においては，鞍馬における分析方法に妥当

性があると考えられる。

なお，被験者が自分の姿勢を目で見て修正す

る事が無い様，鏡は置かず，又実験者からの姿

勢の修正の要求も一切行わなかった。

E 結 果

被験者A(オリンピック選手)の騎乗姿勢お

よびコメン卜

図 1a~i は，静姿勢(側面)である。 b~g

は馬場馬術(基本馬術)における各動作， h~ 

iは障害飛越における前傾姿勢 (2ポイント)

および飛越姿勢である。図 2a~c は馬場馬術

姿勢における軽速歩である。 a~c のそれぞれ

lは座ったところ， 3は鐙に立ったところ， 2 

はその移行期である。同様に，図 3a~c は 2

ポイント姿勢における軽速歩である。鞍が障害

飛越用であり，鐙草の長さが短い。『軽速歩は，

やや歩度6)を伸ばしておいて， (人間の動作は)

ゆっくり乗る。鐙に立っときはやや斜め前に挙

がる感じ。』

図 4a~d は，脚の姿勢の解説である。 Wa は

無理に馬の腹を抱こうとして，あるいはその状

態で脚を使おうとした結果，内弧肢勢となり腫

が挙上してしまったもので，馬に股がった時，

爪先が外を向く事を防ごうとしてこのようにな
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図 1 被験者 A(オリンピ‘ソク選手)の各種姿勢

a立位 b 基本(鐙を脱ぐ) c基本 d 脚を使う e減脚

f左内方姿勢 g 右内方姿勢 h 2ポイント 1 飛越姿勢
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図2 被験者Aの馬場馬術姿勢における軽速歩

a側面 b前面 c後面/

各 1 鞍に座ったところ 2 ; 1と3の移行期

3 鐙に立ったところ



図4 被験者Aによる脚勢の解説

図3 被験者Aの2ポイント姿勢における軽速歩

a.-..._， c ，各 1~3 は図 2 と同様の動作

a ，誤った内弧肢勢 b;母祉付け根で外側へ鐙を踏み

c ，股関節の柔軟化につれ足を平行に戻す

d 脚を使うときは膝を開け，馬腹へ向けて下腿内側部で圧迫する
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図5'被験者Aによる軽速歩の過誤の解説

各 1 鞍に座ったところ 2 ;鐙に立ったところ

るよく見かける誤った脚である。爪先が外を向

かない，ということよりもまず， bのように親

指の付け根で、鐙を外へ押し下げ，股関節が柔軟

に聞くようになった中で、足を平行に戻す(c)の

が正し¥，、。そして正しい脚の使い方は，膝を聞

けて脚を馬の腹のほうへ推す(d)oJ]

(W J]内被験者Aによるコメント)。

図 5a~c は，誤った姿勢の軽速歩である。

それぞれ lが座ったところ， 2が鐙に立ったと

ころである。図 2あるいは図 3の正しい軽速歩

と比較すると，脊柱が前屈し，脚が前方へ流れ

ている。そして，前面および後面から見ると明

らかなように，下腿内側部が馬体から離れてし
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図6 被験者Aによる飛越姿勢の解説

各 1 正規の姿勢 2 ;過誤の姿勢

まっていることが判る。『軽速歩は馬の動きを

利用するので実馬上では(このような鞍馬の上

でより)お尻が上がると思う。』ということで

はあるが，誤った軽速歩で、は，腰の前後方向へ

の動きが大き過ぎ，そして下半身の地面の方向

への踏み下げが出来ずに脚が前方へ流れてしま

っている。

図6は，飛越姿勢の場合の正(各 No.l)及

び誤(各No.2)である。『飛越時の姿勢は馬

と共に作っていくものであり，鞍馬上ではこれ

以上は出来ない。』とのことで，実際の中~高

障害を飛越する時の様な姿勢の再現は不可能で

あった。形だけならば真似はできるが，それは



図7 被験者 B(国体選手)の各種姿勢

a~i は図 1 と同様の動作
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図8 被験者Bの軽速歩

a........... C ，各 1~3 は図 2 と同様の動作
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図9 被験者c(初級者)の各種姿勢

a~i は図 1 と同様の動作
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図10 被験者C軽速歩

a........... C ，各 1~3 は図 2 と同様の動作
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図11 被験者D(初心者)の各種姿勢

b~i は図 l と同様の動作
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図12 被験者D軽速歩

a......_.. c ，各 1~3 は図 2 と同様の動作
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図13 各被験者の基本姿勢(実線)と減脚姿勢(破

線)の比較

a オリンピック選手 b 国体選手

c初級者 d 初心者

熟練者 初級者 初心者

上体

脚

図14 熟練度による騎乗姿勢のムーブマンの相違

図15 4名の軽速歩(鐙 図16 4名の飛越姿勢

に立ったところ)の重合 の重合

ト-----オリンビッグ選手 (線の種類は図15

×一一×国体選手 と同様の各被験者

。------0初級者 を示す)

ムー一一 ム初心者
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図17 被験者Aの軽速歩のク口ノサイクルグラフ

a ，馬場馬術姿勢 各 1; 1往復

b ; 2ポイント姿勢

c ，過誤の軽速歩

d マーカー装着時の様子

2;5往復



図18 被験者B・C.Dの軽速歩のクロノサイクルグ

ラフ

a ，被験者B

b 被験者C

c ，被験者D

各 1; 1往復

2;5往復

本当の馬術の姿勢では無い。 No.lは上肢を後

ろに組んで，いわば手に頼らず，足腰でバラン

スをとる方法で，人聞が最も合理的に鐙上での

前傾・飛越姿勢を保つことが出来る。それに比

較して No.2は，無理に形だけ前傾し，バラン

スをくずしている場合である。『障害を飛ぶと

きは鐙を踏みしめややお尻を挙げればいし、。不

自然な見かけ上の前傾は，長い弾道についてい

けない。』不合理な前傾は， a~c の 2 のよう
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に，脚が後方に流れ，体を支えるために，手で

手綱を引っ張ってしまう事になる。

被験者B・C・Dの騎乗姿勢

図 7~図 12は，被験者A の図 l および図 2

と同様の，被験者B・C.Dの静姿勢および軽速

歩の姿勢である。

ク口ノサイクルグラフ

図17は被験者Aの軽速歩姿勢のグロノサイ

クルグラフである。 aは馬場馬術姿勢， bは障

害馬術姿勢 (2ポイント)，そして cは誤った

軽速歩であり，それぞれ No.lは1往復分の動

作(座った状態から一度鐙に立って再び座った

状態まで)であり， No.2は5往復分の動作で

ある。

図18は，同様に被験者B・C.Dのものであ

る。ただし，馬場姿勢，障害姿勢の区別は無

く，最も軽速歩がとり易い姿勢(鐙の長さ)で

行なってもらった。

各被験者の騎乗姿勢の所見(印象)

被験者Aは，全身の統一感，そして馬との

調和が身にしみついていて，例えば実験中の鞍

への乗り降りなどの動作にも，非常に隙の無

い，いわゆる「きまった」動作を感じさせる。

また，総合馬術の選手であるので，クロスカン

トリー時の馬の大きな動きに対応する動作がし、

かにも身に備わっている，という印象を与え

る。

被験者Bは，長身 (180cm)な事もあって，

立位ではやや猫背気味であるのにも拘らず，騎

乗姿勢になると，立位よりもむしろ「真っ直ぐ

立っている」かのような印象を与える。馬場馬

術が得意であるとし、うだけに，いわゆる背筋が

伸びた，美しい姿である。各種の扶助動作の再

現においても，なるべく最小限の動きの中に動

作を納めていこうとするような印象を与える

(特に基本馬術姿勢時)。

被験者Cは，立位姿勢で腰椎前突および骨

盤傾斜が強く，さらに比較的身体が柔軟であ

る。いわば， 10代後半の女子の特性を素質とし

て有している。この特性が，騎乗姿勢にも反映

していて，鞍上で上体を反ることにあまり抵抗
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感が無い。しかしかえって，外見上の姿勢が

本当に，馬への扶助として有効に作用した結果

のものであるか否かの判断は難しい場合がある

かも知れない。

被験者Dは，痩身であるが身体は比較的固

い。動作としては，非常にぎくしゃくとした印

象を与える。

重合法およびクロノサイクルグラフによる比較

図13は静姿勢のうち， I基本J(実線)と「減

脚J(破線)とを，被験者毎に重合したもので

ある。まず基本姿勢において，被験者Dが，

上体がやや前傾し，顎が突き出され，下半身で

は股関節，膝関節，足根関節の屈曲角度が他の

被験者に比較して強し、ことが目立つ。次に各被

験者における，基本姿勢と減脚姿勢との比較を

見ると， 4名共に上体では基本姿勢よりも後傾

されている事は共通している。しかし下半身

では，被験者 A，Bでは，上前腸骨赦(腸骨牒

点)を支点にして脚全体が後ろへ引かれている

のに対し，被験者 Cで、は逆に脚全体が前方へ

振り出されている。被験者Dでは，脚の位置

にほとんど変化が見られない。以上の事を模式

的に示せば，図14のように，被験者A.Bでは

上前腸骨練を中心に上半身と下半身は後ろへ屈

曲しているが，被験者 Cでは全身的に後傾し，

そして被験者Dでは全身的に前傾している。

次に 4名の軽速歩中の鐙に立った姿勢を重合

したものが図15である。被験者Aおよび B

(実線)では，ほぼ全身が垂直である。被験者

Cでは脚が後方へ流れておりなおかつ写真(図

10bl)をみると足尖が外側へ聞いている。被

験者 Dで、は脚が前方へ流れると共に，外果の

位置が高い事が目立つ。鞍から腰が上がる高さ

についてであるが，被験者Dが最も高く，つ

いで被験者 B，C，Aの順である。

図16は，飛越姿勢について 4名を重合したも

のである。下半身を見ると，被験者Aおよび

Bは，脚がほぼ鞍の中央に位置している。被験

者Cでは脚全体が後方である。また被験者 D

では膝関節より近位は前方に，膝関節より遠位

は後方に位置しており，外果の位置が他の被験
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者に比して上方に位置している。上半身では，

被験者 Dで，鐙上でバランスをとることが出

来ずに手を鞍の前方に着いて体を支えているこ

とが目立つ。被験者Cでは鞍の後方に位置し

た腰から上体を前傾させ，さらに手を被験者

A.Bと同様の位置まで前出させている結果，

上腕が前方へ聞いた状態にある。被験者Bを

被験者Aと比較すると被験者Bの方が上体の

前傾が深く，また，足根関節の角度が大きい。

軽速歩の様子をグロノサイクルグラフにおさ

めたもの(図17，18)をみると，被験者Aで

は，馬馬術姿勢， 2ポイント姿勢共に，軌跡の

乱れが極めて少なし、。軌跡の方向は比較的上下

方向であり，軌跡が短い事から，動きが小さい

ことが判る。ただし， 2ポイント姿勢のほうが

馬場馬術姿勢よりも軌跡が長い。被験者Bも

軌跡の乱れは少ないが，動きの方向は被験者

Aに比較して前後方向である。被験者Cでは，

軌跡の大きさが小さい。動きの方向は，上体で

は上下方向，上前腸骨赫以下の下半身では前後

方向である。また，全身の傾きが前傾してい

る。被験者 Dは，軌跡の乱れが目立つ。また，

軌跡の長さも長い。他の被験者では動きが少な

い足部(外果，腫，足尖)や，手(茎突点)の

軌跡が大きし、。被験者Aによって故意に行な

われた，悪い軽速歩(脚が前方に突っ張り，腰

が後ろに残り前後に大きく揺れる軽速歩)を見

ると(図17・C)，確かに全身が後傾し，軌跡

が長く動きが大きく，手や足部も大きく動いて

いる。しかし被験者Dのような軌跡の乱れ

は無く，スムーズな線を描いている。

N 考 察

『すべての難事の初まりは速歩の発進と共に

騎手が上にほうり投げられることである。j]7lと

いう記述が示す通り，乗馬姿勢の困難さは，生

きて動いている馬の上に安定して騎乗していな

ければならないところにある。動く馬の背でと

る姿勢ではあるが，今回のような動かない鞍馬

の上での再現姿勢においてすら，熟練者と非熟



練者との違いは存在した。写真の姿を見比べて

みると，やはり熟練者の姿は隙が無く，きまっ

ていて美しい。立位姿勢について，スポーツの

種目による一定の傾向があるとし、う報告8)があ

るが，普段の訓練によって身に付いた姿勢とい

うものは，実際にそのプレーの局面にならなく

ても身体に刻み込まれているものである。故

に，きちんとした正式の騎乗姿勢を学んでいれ

ば，徐々に正式の乗馬服が着こなせ，似合うよ

うになるのである。馬場馬術では，演技の正確

さと共に，美しさの要素も大きなポイントであ

る9)。品格が漂っていなければならない。これ

は，競技会において機械的に算出するのではな

く，人聞が atmosphereから感じとって評価す

るのである。それが馬術という，人と馬が協力

して行なわれる一定の演技の中で競われると

き，品格があると同時に馬を駅すためにも合理

的である姿勢，には一定の条件が定まってくる

はずである。

馬を駅すために合理的，すなわち，最小限の

労力で最大限の馬の動きを導き出す，ための姿

勢がとれているか否かについては，軽速歩のク

ロノサイクルグラフの軌跡のスムーズさと乱れ

との対比として端的に表われている。熟練者で

は故意に悪い姿勢で行なった時で、さえも，軌跡

はスムーズであった。正しい姿勢ではなくて

も，その中で自然にパランスがとれてしまう。

従って，クロスカントリー等で難しい障害のた

めに仮に正常から逸脱した姿勢になったとして

も上手にコントロールを失わずに走行を持続し

て行くことができる。また，飛越については，

写真を見ると，熟練者である被験者A.Bで

は，いかにもこれから起こるであろう馬の飛

越，弾道姿勢に対応してし、く準備が出来た姿

勢，来たるべき大きな速い前進動作を予感させ

る姿勢である。具体的には，下半身が鞍の中央

に位置し，上体の重心がその真上に乗ってい

て，上肢はこれから起こる馬体の伸展に備えた

形である。初級者では，鞍の後方に立ってバラ

ンスをとり，実際に馬が飛越をすれば馬の動き

に遅れてしまうことが予測される。初心者で
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は，前傾して鐙の上に立つことさえ不可能であ

った。熟練者において，飛越姿勢をとってほし

いという依頼の際， ~飛越中の姿勢は馬と共に

作るものであるから，このような(飛越に備え

た)姿勢以上は馬術的には無理である』という

言葉と共に，実際に姿勢をとる際に身体が自然

に飛越への準備態勢をとるとし、う事は，馬術の

騎乗姿勢が単に外見上の問題ばかりではなく，

あくまでも『平衡・釣り合し、』である事を示し

ている。

基本馬場馬術の各姿勢のうち，基本姿勢と，

最も馬術的な減脚姿勢10)とを重合すると，熟

練者と非熟練者との相違が現れた。初心者で

は，乗馬を習い初めてまず最初に教えられる

『上体を真っ直ぐにして，脚は下方に伸ばし腫

を下げる』とし、う姿勢が，動かない鞍馬上でも

とれていない。脚は縮まり，上体は前傾してし

まい，脚で馬体にしがみついて馬上に安定して

しまおうとすることがそのまま出ている。も

し，揺れる馬上での不安定な恐怖感を経験して

いない全くの未経験者ならば，鞍馬上ではかえ

って真っ直ぐ、に座れるかも知れない。減脚姿勢

をとっても脚の位置が変化しないのは，脚でし

がみついているせいである。熟練者2名ではい

ずれも腰を中心に，上体と脚が後方に動かさ

れて減脚姿勢をとっているが，初級者では上体

が後傾されるとそれにつれて脚が前出してしま

う。この事は，股関節がまだ充分に柔軟ではな

いことを示している。故に，様々な動作や，軽

速歩の際には，足部を外に聞いて鐙を踏み，補

おうとするわけである。熟練者である被験者

Aの，正しい脚の説明『はじめは鐙を外に向

かつて踏みしめ，股関節が開いてくるようにな

るとその中で足を平行に戻していく』に述べら

れている，まだ股関節が柔軟ではない段階なの

である。実際に生きた馬で、乗，馬の訓練をする

と，上体を真直にすれば，膝が上がり，脚を下

方に伸ばせば上体が前傾してしまうもので，熟

練者の減脚姿勢は，大変な訓練の末に身に付い

たものである。

熟練者の減脚姿勢のように，手を別にして，



乗馬服のための人間因子 I

身体の中で腰が最も前出されている姿勢という

ものが，動く馬上で安定し，しかも馬を駅し，

そして美しい姿勢の重要な点であると思われ

る。また，飛越姿勢のように見かけ上前傾して

いる姿勢においても，熟練者の腰は鞍の前方に

位置しているものである。馬の動きに“腰"が

随伴していける構えにある事，これがまず騎乗

姿勢の第一条件である。

さて，このように“腰"が前方にあって，い

わゆる「真っ直ぐな」姿勢が，品格のある姿を

なぜ、醸し出すのであろうか。その原因の一つに

は，このような姿勢が，他の動物に無いヒト特

有の身性を示すものだとし、う事が考えられる。

すなわち，脊柱の S字状カーブ，殊に腰椎の

前突，また，矢状径よりも横径が大きいため側

方に張り出した胸郭や，胸郭の後方に位置する

肩甲骨11)などの骨格構造上の特質である。乗

馬姿勢の美は， I胸を張って二本の脚で大地に

立つ。Jというヒト独自に可能な姿勢を誇示す

る方向性の中に見出された美であると思われ

る。そしてなお，人類の直立二足歩行のための

骨格構造は，未だ生物進化上未完成である12)。

最もヒトらしいと同時にそれだけに弱点でもあ

る部分を「訓練」によって，その姿勢が自然ら

しく見えるまでに鍛えぬいた姿に，人間らしい

“品格を備えた美"を見出すものであると言え

よう。

騎乗姿勢をより美しく演出するものは乗馬の

ための服装である。乗馬服は，騎乗姿勢に適合

させたパターンでなければならなし、。今回は，

乗馬服のための人間因子として最も基本的な騎

乗姿勢(容姿)を分析したのである。

V 結 E6 

白冊

以上の結果，次の三点が明らかになった。

1. 実馬上で身に付いたr騎乗姿勢は，鞍馬上

での再現姿勢としても，熟練者・非熟練者の相

違として現われた。

2. 騎乗姿勢の最重要点は，さまざまな姿勢

をとっても“腰"が馬の動きに随伴していける
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“構え"にあることが確認された。

3. 騎乗姿勢の美性は， ヒト特有の身性を誇

示する方向の中で見出され，姿の品格を表出す

るものである。
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《図表説明補足》

図1， 7， 9， 11の説明補足

a :立位

b :基本姿勢(鐙を脱くつ;脚をリラックスさせ

た状態。

c 基本姿勢;鐙を履き「気を付け」の状態。

d:脚を使う;脚で馬の胴を圧迫する。様々な扶

助(合図)を馬に与えるためには坐骨，脚，

拳を動員するが，脚は重要である。

e 馬の推進を高めながら，なおかつ移動のスピ

ードは緩め，馬体に推進力がため込まれた状

態で，いわば最も馬術らしい扶助の基本。

f 左内方;左に回転する時，あるいは左駈歩な

どの時の体勢。

g:右内方，右に回転する時，あるいは右駈歩な

( 180) 

どの時の体勢。

h : 2ポイント;障害飛越や野外騎乗の時の基本

姿勢で，鐙上にバランスを保ち，やや前傾体

勢をとる。

i 飛越;馬が障害を飛越する動きに随伴するた

めの体勢。

図2，3， 8， 10， 12の説明補足

軽速歩馬が速歩(対角前後肢を同期させた二節

の歩法)をする時に，馬の反動に合わせ

て一歩毎に鐙を踏んでお尻を上下させて

乗る騎乗法。馬の準備運動や，野外騎

乗，障害馬の速歩運動，競走馬の俗に言

う「ダクを踏む」時の乗り方。人馬共に

楽な騎乗法であるが，騎乗姿勢の基本要

素が多く包含されている。

図13，15， 16の説明補足

本文p.6に記載したランドマークを結んだステ

ィックピクチャーを重合したもの(便宜上，写真

上の頭頂，鼻尖，頗を標点として加えてある)。
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